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○ ○ ○ ５ 津
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

一
月
八
日
（
日
）
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
周
辺
（
西
丸
之
内
）
で
平
成

二
十
四
年
津
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
、
消
防
関
係
者
ら
約
七
百
四
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
出
初
式
は
、
年
の
初
め
に
あ

た
り
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
な
ど

の
士
気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
に
消
防
活
動
へ
の
理
解

と
信
頼
を
よ
り
深
め
て
も
う
こ
と

な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
始
め
に
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式

典
が
行
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
た
団
体
や

永
年
に
わ 

た
り
消
防 

団
員
と
し 

て
活
動
さ 

れ
た
消
防 

団
員
と
そ 

の
御
家
族 

に
対
し
、 

表
彰
が
行 

わ
れ
ま
し 

た
。 

 

式
典
の
後
、
屋
外
に
お
い
て
消

防
団
員
及
び
消
防
職
員
に
よ
る
徒

歩
部
隊
並
び
に
子
ど
も
消
防
隊
長

が
乗
車
し
た
消
防
車
両
な
ど
の
分

列
行
進
、
お
城
公
園
お
堀
で
は
消

防
団
員
ら
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
、
消
防
関
係
者
ら
が
今
年
一

年
の
防
火
・
防
災
の
心
構
え
を
新

た
に
、
気
勢
を
高
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
城
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
消
防
団

員
に
よ
る
木
遣
り
や
防
火
寸
劇
、

幼
年
消
防
隊
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演

技
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
、

出
初
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 
 

 

（
森
良
典
） 

第 ４９ 号 

火災の問い合わせ

☎224-1881 

 
三重県救急医療情報センター

コールセンター 

☎256-1199 

 
津市救急・健康相談

ダイヤル２４ 

☎0120-840-299

 

発行 津市消防本部

〒514-1101 

津市久居明神町 

2276

 

編集 消防総務課 

   企画調整室 

 TEL 059-254-0353

 FAX 059-256-7755

↑お城公園お堀で一斉放水する消防団員  

↑消防団員による木遣りの披露  

↑敬礼する子ども消防隊長  
 



津消防タイムズ  第４９号        平成２４年３月１日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ で御覧いただけます。 

2 

大
型
商
業
施
設
へ
の 

年
末
特
別
査
察
を
実
施 

（
中
消
防
署
） 

十
二
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の

二
日
間
、
津
市
内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
年
末
の
特
別
査

察
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
の
査
察
は
、
年
末
の
繁
忙
期

を
前
に
、
消
防
用
設
備
な
ど
の
維
持

管
理
状
況
や
避
難
経
路
が
適
正
に

確
保
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
関
係
者
の
防
火
・
防
災
意

識
を
高
め
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
売

り
場
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。 

通
常
の
査
察
は
、
少
人
数
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
売
り

場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
な
ど
ふ
だ
ん
目
に
す
る
機
会

が
な
い
場
所
も
確
認
す
る
た
め
、
中

消
防
署
職
員
十
人
に
よ
る
特
別
査

察
チ
ー
ム
を
編
成
し
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
査
察
で
は
、
屋
内
消
火

栓
の
前
に
物
が
置
か
れ
て
い
る
な

ど
、
一
部
に
不
備
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
関
係
者
に
対
し
指
導
を
行

い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
皆
様
が
安
心
し
て
買
い 

物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係

者
の
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
、
消

防
用
設
備
な
ど
の
維
持
管
理
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

（
伊
藤
勇
希
）

 

文
化
財
は
地
域
が
守
る
！ 

谷
川
士
清
旧
宅
で
防
火
訓
練 

（
西
分
署
） 

一
月
二
十
六
日
、
八
町
三
丁
目
に
あ

る
「
谷
川
士
清
旧
宅
」
で
第
五
十
八
回

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
に
は
、
地
元
自
治
会
を
始

め
、
婦
人
防
火
推
進
委
員
、
消
防
団
津

方
面
団
の
新
町
分
団
な
ど
多
く
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
文
化
財
の
搬

出
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
の
後
、
市
教
育
委
員
会
・
文
化

財
担
当
か
ら
、
文
化
財
に
対
す
る
防
火

教
室
が
行
わ
れ
、
文
化
財
の
保
護
は
東

日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
火

災
の
み
な
ら 

ず
地
震
に
対 

す
る
備
え
の 

大
切
さ
に
つ 

い
て
指
導
が 

あ
り
ま
し
た
。 

（
溝
口
裕
紀
） 

阿
由
多
神
社
境
内
で 

 

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施 

（
安
濃
分
遣
所
）

 

二
月
七
日
、
安
濃
分
遣
所
で
は
、
阿

由
多
神
社
（
安
濃
町
安
濃
）
に
お
い
て
、

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

阿
由
多
神
社
は
、
室
町
時
代
に
築
城

さ
れ
た
安
濃
城
跡
地
に
あ
り
、
参
道
入

口
か
ら
本
殿
ま
で
は
、
山
道
と
階
段
で

約
五
十
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
が
あ
り
ま

す
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
姫
路
市
内
で
、
高

台
に
あ
る
神
社
で
建
物
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
殿
か
ら
出

火
し
た
と
の
想
定
で
行
い
、
参
道
を
駆

け
上
が
り
な
が
ら
消
防
用
ホ
ー
ス
を

延
長
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
高
低
差
が
あ

り
厳
し
か
っ
た
。
も
っ
と
体
力
を
付
け

な
け
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
裏
川
芳
輝
）

  

消火器の規格が改正 

 平成２１年９月に大阪市で発生した老朽化消火器 

の破裂事故などを踏まえ、消火器の技術上の規格及 

び消火器の点検基準などが改正されました。 

 今回の改正では、【業務用消火器】と【住宅用消火 

器】の区分けもされましたので、購入される際には、 

御注意ください。 

 詳細は、消防本部予防課までお問い合わせくだ 

さい。（電話２５４－０３５４）  

↑初期消火する訓練参加者  

 
↑境内で放水態勢をとる隊員  

 

 

↑新規格の消火器に明示された【業務用  
消火器】と【住宅用消火器】の標記  
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の
べ
の
幼
稚
園
が 

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施 

（
久
居
消
防
署
） 

十
二
月
九
日
、
の
べ
の
幼
稚
園
（
久

居
二
ノ
町
）
の
年
長
の
園
児
九
十
人
に

よ
る
、
同
園
周
辺
で
の
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
園
児
た
ち
に
火

災
予
防
の
大
切
さ
を
教
え
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
る
も
の
で
、
こ
の
時
期
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

パ
レ
ー
ド
は
、
久
居
消
防
署
の
消
防

車
が
先
導
す
る
中
、
年
中
、
年
少
の
園

児
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
火
の
用
心
」
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。 

（
小
黒
俊
明
） 

  

テ
ロ
対
策
合
同
訓
練
を
実
施 

（
南
分
署
）

 

十
一
月
二
日
、
津
港
伊
倉
津
ふ
頭

（
雲
出
鋼
管
町
）
で
、
関
係
機
関
の
連

携
強
化
な
ど
を
目
的
に
テ
ロ
対
策
合

同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
四
日
市
海
上
保
安
部
、

津
南
警
察
署
、
消
防
本
部
、
久
居
消
防

署
南
分
署
な
ど
十
六
機
関
か
ら
、
約
百

二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

            

訓
練
は
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に

追
跡
さ
れ
た
不
審
船
の
乗
組
員
が
上

陸
し
、
ふ
頭
に
化
学
製
剤
を
ま
い
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
隊

は
、
警
察
の
テ
ロ
対
策
班
な
ど
と
協
力

し
、
警
戒
区
域
を
設
定
の
う
え
除
染
シ

ャ
ワ
ー
を
設
置
し
、
負
傷
者
の
救
出
を

行
う
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 

（
山
路
英
和
） 

教
職
員
を
対
象
に
救
急
講
演 

（
美
里
分
署
） 

 

二
月
二
十
日
、
美
里
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
津
市
学
校
保
健
安
全
研
修
会

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
美
里
分
署
の
横
山
救
急
救
命
士

が
講
演
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
会
は
、
子
供
た
ち
が

疾
患
な
ど
で
突
然
倒
れ
た
場
合
の

応
急
処
置
を
学
ぶ
も
の
で
、
市
立
の

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
約

二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
市
内
に
お
け
る
救
急

搬
送
の
現
状
と
、
突
然
倒
れ
た
場
合

の
取
る
べ
き
応
急
処
置
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
教
職
員
は
、
「
今
回
の

研
修
を
、
今
後
の
危
機
管
理
に
役
立

て
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
池
山
弘
）

 

香良洲分遣所移転 

 久居消防署香良洲分遣所は、３月２４日（土） 

香良洲庁舎南庁舎内に移転します。 

 これに伴い、移転後の南庁舎は、香良洲分遣所 

になります。 

 

  新 住 所：香良洲町１８７８ 

  電話番号：２９２－２１５７（変更なし） 

  Ｆ Ａ Ｘ：２９２－２１５９（変更なし） 

 

 
↑揃いの法被を着てパレードする園児たち  

↑救急患者を救急車に収容する隊員  

 
↑講演する横山救急救命士  

平成 24 年 3 月 24 日（土）移転

 旧庁舎 

香良洲分遣所 香良洲庁舎 
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文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う 

防
火
訓
練
を
実
施
（
北
消
防
署
） 

一
月
二
十
六
日
、
第
五
十
八
回
文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
高
田
本
山

専
修
寺
（
一
身
田
町
）
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
高
田
本
山
専
修
寺
の

自
衛
消
防
隊
、
地
元
自
治
会
、
地
域

の
自
主
防
災
会
、
婦
人
防
火
推
進
委

員
会
、
市
教
育
委
員
会
、
消
防
団
津

方
面
団
の
う
ち
五
分
団
（
一
身
田
、

大
里
、
栗
真
、
白
塚
、
高
野
尾
分
団
）
、

北
消
防
署
な
ど
か
ら
約
百
四
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
震
度
６
強
の
地
震
が
発

生
し
、
国
の
指
定
重
要
文
化
財
で
あ

る
御
影
堂
の
一
部
が
倒
壊
し
、
灯
火

の
転
倒
に
よ
り
出
火
し
た
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

              

訓
練
が
始
ま
る
と
、
文
化
財
の
搬

出
、
負
傷
者
の
救
出
救
護
、
自
治
会

及
び
自
主
防
災
会
に
よ
る
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
で
の
初
期
消
火
、
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
放
水
銃
で
の
放
水
、
消
防

車
両
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

見
学
に
来
て
い
た
高
田
幼
稚
園
、

高
田
保
育
園
の
園
児
も
、
近
く
で
見

る
訓
練
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い

る
様
子
で
し
た
。 

高
田
本
山
専
修
寺
で
の
文
化
財

防
火
デ
ー
に
伴
う
防
火
訓
練
は
、
文

化
財
防
火
デ
ー
が
制
定
さ
れ
た
昭

和
三
十
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す 

。 
 

 
 

（
松
本
淳
）

鈴
鹿
市
南
消
防
署
と
の
合
同 

消
火
訓
練
を
実
施
（
河
芸
分
署
）

二
月
二
十
日
、
河
芸
マ
リ
ー
ナ
（
河

芸
町
東
千
里
）
で
、
北
消
防
署
と
河
芸

分
署
が
鈴
鹿
市
南
消
防
署
と
合
同
消

火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
津
市
と
鈴
鹿
市
の

境
界
地
域
で
建
物
火
災
が
発
生
し
た

場
合
、
相
互
に
応
援
し
合
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
携
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。 

        

訓
練
は
、
津
市
の
受
援
地
域
で
建

物
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
、
一
一
九
番
通
報
を
受
け
た
津

市
消
防
本
部
か
ら
鈴
鹿
市
消
防
本
部

に
対
し
応
援
要
請
を
行
い
、
現
場
で

は
、
鈴
鹿
市
南
消
防
署
と
連
携
し
て
消

火
訓
練
を
行
う
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
合
同
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
、
相
互
の
応
援
・

受
援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。 

（
田
村
和
也
）

消
防
団
芸
濃
方
面
団 

冬
季
訓
練
を
実
施
（
芸
濃
分
署
） 

十
二
月
四
日
、
芸
濃
庁
舎
駐
車
場

で
、
消
防
団
芸
濃
方
面
団
に
よ
る
冬
季

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
芸
濃
方
面
団
、
芸
濃
分

署
な
ど
か
ら
、
約
七
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
の
消
防
ポ

ン
プ
の
運
用
技
術
の
向
上
や
、
現
場
活

動
時
の
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

時
折
、
し
ぐ
れ
る
よ
う
な
寒
い
日

で
し
た
が
、
消
防
団
員
は
寒
さ
に
も

負
け
ず
、
放
水
や
消
防
用
ホ
ー
ス
延

長
な
ど
の
基
礎
訓
練
を
繰
り
返
し

行
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
服
部
真
） 

 
↑負傷者を救出する自衛消防隊  

↑連携して消火訓練する隊員  

↑一斉放水する消防車  

 
↑放水する消防団員  



津消防タイムズ  第４９号        平成２４年３月１日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ で御覧いただけます。 

5 

林
野
火
災
合
同
訓
練 

を
実
施
（
白
山
消
防
署
） 

十
一
月
十
三
日
、
ス
カ
イ
ラ
ン
ド

お
お
ぼ
ら
（
美
杉
町
八
知
）
付
近
の

山
林
で
、
平
成
二
十
三
年
秋
の
火
災

予
防
運
動
に
伴
う
林
野
火
災
合
同

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
三
重
県
防
災
航
空

隊
、
消
防
団
美
杉
方
面
団
、
白
山
消

防
署
、
美
杉
分
署
か
ら
、
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
山
の
中
腹
で
火
災
が
発

生
し
、
消
火
栓
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
先
の
火
点
ま
で
、
消
防
ポ
ン

プ
車
三
台
を
中
継
し
な
が
ら
消
火

す
る
と
と
も
に
、
防
災
航
空
隊
は
、

地
上
の
指
揮
隊
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
、
上
空
か
ら
延
焼
拡
大
の
状
況

把
握
を
行
い
、
空
中
消
火
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
市
川
功
） 

住
宅
用
火
災
警
報
器 

設
置
啓
発
活
動
を
実
施 

（
一
志
分
署
）

 

十
一
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
の
三

日
間
、
一
志
分
署
南
側
に
広
が
る
コ

ス
モ
ス
畑
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

こ
の
時
期
に
は
、
コ
ス
モ
ス
が
満

開
と
な
り
、
多
く
の
方
々
が
観
賞
に

訪
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、

コ
ス
モ
ス
を
観
賞
し
て
い
る
一
人
ひ

と
り
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

          

先
般
の
一
志
町
地
内
で
深
夜
に
発

生
し
た
建
物
火
災
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
族
全

員
が
無
事
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
火
災
の
早
期
発
見
に
非
常

に
有
効
で
す
。
今
後
も
、
一
軒
で
も
多

く
の
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
松
田
高
志
）

 美
杉
町
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置 

（
美
杉
分
署
）

美
杉
町
地
内
の
九
施
設
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

《
設
置
さ
れ
た
施
設
》 

・
竹
原
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー 

・
太
郎
生
多
目
的
集
会
所 

・
伊
勢
地
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー 

・
八
幡
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー 

・
多
気
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー 

・
下
之
川
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー 

・
レ
ー
ク
サ
イ
ド
君
ヶ
野 

・
道
の
駅
美
杉 

・
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
お
お
ぼ
ら 

        

こ
れ
に
伴
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ

た
施
設
の
職
員
約
六
十
人
が
、
一
月
下

旬
か
ら
美
杉
分
署
で
、
救
急
法
を
受
講

し
ま
し
た
。 

受
講
者
は
、
指
導
員
で
あ
る
美
杉
分

署
の
職
員
か
ら
、
応
急
手
当
の
方
法
、

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方

法
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
実
技
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。 

指
導
員
か
ら
は
、
「
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
皆

さ
ん
の
迅
速
で
適
切
な
応
急
手
当
が

大
切
で
す
」
と
説
明
す
る
と
、
受
講
者

は
、
「
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
応

急
手
当
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

救
命
の
連
鎖
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

（
市
川
健
） 

              

 
↑離陸準備をする防災航空隊  

↑啓発用チラシを配付し設置を

呼び掛ける職員  

↑心肺蘇生法の指導を受ける  
施設職員   

 
↑八幡地域住民センター  

に設置されたＡＥＤ  
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三
重
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ 

運
航
開
始 

二
月
一
日
、
三
重
県
の
事
業
に
よ

り
、
三
重
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
三
重
大
学

医
学
部
附
属
病
院
と
伊
勢
赤
十
字
病

院
を
二
か
月
交
代
で
基
地
病
院
と
し

て
運
航
す
る
も
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
ド
ク

タ
ー
や
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
が
同
乗
し

ま
す
。 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
心
臓
発
作
や
脳

卒
中
、
交
通
事
故
な
ど
、
緊
急
に
治
療

が
必
要
な
重
症
患
者
の
場
合
で
、
救
急

車
で
の
搬
送
に
時
間
が
掛
か
る
時
な

ど
に
、
消
防
本
部
か
ら
の
出
動
要
請
に

よ
り
出
動
し
ま
す
。 

市
内
に
お
い
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
い
ず
れ
の
基
地
病
院
か
ら
離
陸
し

て
も
、
お
お
む
ね
十
五
分
以
内
に
現
場

に
到
着
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

三
重
県
で
は
、
運
航
開
始
に
あ
た

り
、
県
内
の
消
防
職
員
を
対
象
に
研
修

会
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
な
ど

を
開
催
し
、
津
市
消
防
か
ら
も
多
く
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

二
月
三
日
に
は
、
白
山
町
地
内
で

発
生
し
た
救
急
事
案
に
対
し
、
県
内

初
の
出
動
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
時
は
、
三
重
大
学
医
学
部
附 

属
病
院
か
ら
の
出
動
で
、
一
志
町
地
内

の
小
学
校
の
校
庭
に
着
陸
し
、
救
急
車

と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
合
流
し
ま
し
た
。

今
回
の
初
出
動
は
、
出
動
要
請
か
ら

救
急
患
者
を
収
容
し
、
病
院
に
搬
送
す

る
ま
で
、
わ
ず
か
二
十
八
分
で
し
た
。

 

今
後
、
皆
様
の
近
く
の
広
い
場
所

が
、
急
き
ょ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
離
発
着
場
）

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御

理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
青
木
勝
也
）

       

損
害
保
険
協
会
か
ら 

消
防
団
車
両
寄
贈 

 

二
月
二
十
二
日
、
社
団
法
人
日
本

損
害
保
険
協
会
か
ら
、
社
会
公
共
的

な
立
場
か
ら
、
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
の

一
環
と
し
て
、
消
防
団
に
対
し
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
軽
自
動
車
一
台
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

寄
贈
に
あ
た
り
、
市
本
庁
舎
で
受
納

式
が
行
わ
れ
、
三
重
損
保
会
会
長
か

ら
、
小
河
副
市
長
に
対
し
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
小
河
副
市
長
は
、「
地

域
防
災
力
の
要
で
あ
る
消
防
団
に

消
防
自
動
車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
く
、

市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
御
礼
を
述

べ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
消
防
自
動

車
は
、
芸
濃
方
面
団
に
配
備
さ
れ
ま

す
。 

 
 

 

（
横
山
博
） 

         

平成２４年春季全国火災予防運動 

  ３月１日（木）から３月７日（水）まで 

「平成２４年春季全国火災予防運動」が実施されます。 

☆全国統一標語 『消したはず 決めつけないで もう一度』 

☆重点目標 

   １ 住宅防火対策の推進 

   ２ 放火火災・連続放火火災防止対策の推進 

   ３ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

   ４ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

   ５ 林野火災予防対策の推進 

↑救急車からドクターヘリに救急患者を収容する隊員  

 

 
↑寄贈された消防団車両  
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平
成
二
十
三
年
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

【
火
災
】
平
成
二
十
三
年
に
市
内
で
発

生
し
た
火
災
は
百
八
件
で
、
そ
の
う
ち

住
宅
火
災
は
四
十
五
件
で
し
た
、
火
災

に
よ
る
死
者
は
五
人
で
、
う
ち
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
は
三
人
で
し
た
。 

住
宅
火
災
の
原
因
は
、
「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」
、「
こ
ん
ろ
」
が
多
く
、
特

に
「
こ
ん
ろ
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

天
ぷ
ら
油
を
使
用
中
に
そ
の
場
を
離

れ
た
こ
と
で
出
火
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

                  

【
救
急
】
平
成
二
十
三
年
に
市
内
で
発

生
し
た
救
急
出
動
件
数
は
一
万
三
千

六
十
六
件
で
、
急
病
が
七
千
九
百
八
十

一
件
と
全
体
の
約
六
十
一
％
で
し
た
。

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

五
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。 

軽
い
け
が
や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯
痛
、

風
邪
な
ど
）
の
場
合
な
ど
は
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
か
か
り
付
け

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
平
成
二
十
三
年
に
市
内
で
発

生
し
た
救
助
出
動
件
数
は
百
十
六
件

で
、
交
通
事
故
が
七
十
五
件
と
全
体
の

約
六
十
五
％
で
し
た
。 

 

出
動
件
数
百
十
六
件
の
う
ち
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
、
七
十
一
件
で
、

七
十
七
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
三
十
九
件
に

つ
い
て
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で

に
付
近
住
民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
も

の
な
ど
で
す
。 

 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
三
月
上
旬 

 

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
防
火
パ

レ
ー
ド
、
防
災
訓
練
な
ど
（
市
内
各
地
） 

◆
四
月
上
旬 

 

消
防
団
美
杉
方
面
団
女
性
消
防
分
団

発
足
式
（
美
杉
町
地
内
） 

編
集
後
記 

 
 

 

 

ま
も
な
く
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
地
域
で
は
、
東
海
、
東
南
海
・
南

海
の
三
連
動
地
震
、
さ
ら
に
宮
崎
県
沖
の

日
向
灘
と
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
震
源
域

を
加
え
た
五
連
動
地
震
や
活
断
層
に
よ

る
地
震
、
そ
の
他
、
首
都
直
下
地
震
や
富

士
山
大
噴
火
な
ど
の
発
生
も
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
『
想
定
外
』
を
な
く
す
た
め
に

警
鐘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今

一
度
、
自
宅
や
職
場
で
の
安
全
に
対
す
る

備
え
を
確
認
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

建
物
が
建
っ
て
い
る
場
所
の
特
徴
、
建

物
の
耐
震
性
、
家
具
類
の
転
倒
防
止
、
避

難
経
路
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認
な
ど

な
ど
、
一
度
に
あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
う
の

は
大
変
で
す
。
ま
も
な
く
季
節
が
変
わ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
非
常 

持
ち
出
し
袋
を 

確
認
さ
れ
て
は 

い
か
が
で
し
ょ 

う
か
。 

 

（
岡
大
介
） 

 

区分 平成 23 年 平成 22 年 増減 

火災件数合計 108 110 ▲2 

建物火災 62 66 ▲4 

 うち住宅火災 45 38 7 

林野火災 11 5 6 

 車両火災 13 11 2 

 船舶火災 0 0 0 

 その他の火災 22 28 ▲6 

 死者（人） 5 9 ▲4 

 うち住宅火災 3 7 ▲4 

 負傷者（人） 13 12 1 

                                       ▲は減を示す 

区分 平成 23 年 平成 22 年 増減 

出動件数 13,066 12,224 842 

搬送件数 11,999 11,312 687 

搬送人員（人） 12,199 11,530 669 

主な事

故種別

(出動件数)

急 病 7,981 7,409 572 

一般負傷 2,094 1,847 247 

交通事故 1,344 1,470 ▲126 

                                       ▲は減を示す 

区分 平成 23 年 平成 22 年 増減 

出動件数 116 118 ▲2 

活動件数 71 56 15 

救助人員（人） 77 53 24 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 75 74 1 

火 災 5 7 ▲2 

水難事故 8 5 3 

建物等による事故 5 5 0 

                                       ▲は減を示す 

 

 



 

本紙のイラストは、総務省消防庁のホームページから引用しました。 

救急車による搬送人員の５５％が軽症患者！ 

 平成２３年中の市内の救急車による搬送人員は、１２，１９９人で、うち軽症患者は約５５％

の６，７２２人でした。 

 この軽症患者の中には、「風邪をひいた」、「単に飲み過ぎ・食べ過ぎ」など、救急車を必要と

するものかどうか疑われる事例も少なくありません。 

 救急車の適正利用に御協力をお願いします。 

  ただし、次のような場合は、迷わず１１９番通報してください。 

 ・意識がない、またはもうろうとしているとき。 

 ・呼吸や脈が不規則または停止しているとき。 

 ・多量の出血があるとき。 

 ・けいれんやひきつけが治まらないとき。 

 ・激しい頭痛、胸痛、腹痛などがあるとき。 

 ・明らかに重症と思われるとき。 

 

 津市などでは、休日・夜間の急病などに対応するため、応急診療所などを開設しています。

 急病になった時は  

１ まず、かかりつけの医師に連絡 

２ かかりつけ医が不在の場合、下記の応急診療所へ 

応急診療所 診療科目 診療日 受付時間（診療時間） 

津市休日応急・夜間 

こども応急クリニック 

TEL２３６－５５０１ 

大里窪田町 327-1 

(三重病院東側) 

内科・小児科 

日曜日、祝日(12 月 31 日か

ら 1月 3日までの間を除く)、

休日 

9:00～11:30(9:00～12:00) 

13:00～16:30(13:00～17:00)

小児科 毎夜間 19:30～23:00(19:30～23:30)

歯科 

日曜日、祝日(1 月 1 日を除

く)1 月 2 日、8 月 14・15 日、

休日 

9:00～11:30(9:00～12:00) 

12 月 31 日 
9:00～11:30(9:00～12:00) 

13:00～15:30(13:00～16:00)

津市夜間成人応急診療所 

TEL２２９－３３０３ 

西丸之内 23-1 

(津リージョンプラザ北入口横)  

内科 毎夜間 19:30～22:30(19:30～23:00)

津市久居休日応急診療所 

TEL２５６－６２０７ 

久居本町 1400-2 

(久居一志地区医師会館内) 

内科・小児科 
日曜日、祝日、休日 

12 月 30 日～1 月 3 日 
10:00～16:00(10:00～16:00)

 

３ １・２以外で病院をさがす場合 

  ★医療ネットみえ 

  ・インターネット検索 http://www.qq.pref.mie.lg.jp/ 

     ・携帯電話サイト   http://www.qq.pref.mie.lg.jp/k/ 

  ★三重県救急医療情報センター・コールセンター 

   ・自動案内（音声・ＦＡＸ） TEL０８００－１００－１１９９（通話無料） 

   ・電話案内         TEL２５６－１１９９（いい救急） 

４ 電話による相談 

  ★津市救急・健康相談ダイヤル２４ 
      ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ  ﾊ ｼ ﾚ    ﾂｷｭｳｷｭｳ 

   TEL０１２０－８４０－２９９（２４時間年中無休／通話料・相談料無料） 

    ※携帯電話からも使用可能 

  ★みえ子ども医療ダイヤル 

   TEL２３２－９９５５または、＃８０００（１９:３０～２３:３０） 


